
  
 

     

 

こ
の
た
び
の
、
九
州
北
部
豪
雨
災

害
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆

様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

ま
た
、
今
年
も
暑
さ
が
厳
し
く
体

調
管
理
に
は
気
を
付
け
た
い
も
の
で

す
ね
。 

さ
て
、
福
祉
制
度
の
方
は
と
い
う

と
、
六
月
二
十
日
に
「
障
害
者
総
合

支
援
法
」
が
成
立
し
、
来
年
四
月
の

施
行
が
決
定
し
ま
し
た
。 

平
成
十
八
年
か
ら
の
「
障
害
者
自
立

支
援
法
」
は
七
年
で
幕
を
閉
じ
る
こ

と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
間
、

改
正
、
見
直
し
、
膨
大
な
種
類
の
加

算
の
対
応
な
ど
修
正
の
連
続
で
法
律

に
振
り
回
さ
れ
続
け
た
と
い
う
の
が

実
感
で
す
。 

今
回
の
法
律
に
つ
い
て
少
し
触
れ

ま
す
。
障
害
者
の
範
囲
に
つ
い
て
は
難

病
等
を
加
え
る
、
障
害
程
度
区
分
を

障
害
支
援
区
分
に
改
め
る
（
平
成
二

六
年
四
月
～
）
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

と
ケ
ア
ホ
ー
ム
を
一
元
化
す
る
（
平

成
二
六
年
四
月
～
）
、
等
が
主
に
あ

げ
ら
れ
ま
す
。 

 

      

こ
の
よ
う
に
、
い
わ
ば
本
丸
と
い
う

か
、
一
番
重
要
な
部
分
に
つ
い
て
は

平
成
二
六
年
四
月
か
ら
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
こ
れ
か
ら
議
論
が
本
格
的

に
行
わ
れ
る
は
ず
で
す
。 

ま
た
、
今
年
度
か
ら
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
支
給
決
定
に
つ
い
て
は
、
「
サ
ー

ビ
ス
利
用
計
画
案
」
を
一
人
一
人
作

成
す
る
こ
と
に
な
り
、
相
談
支
援
事

業
所
が
そ
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
た
め
相
談
支
援
事
業
所
を

持
つ
当
法
人
と
し
て
も
そ
の
対
応
に

追
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

法
律
関
連
に
つ
い
て
も
う
ひ
と
つ
、

今
年
は
、
障
が
い
者
の
人
権
に
つ
い
て

考
え
る
元
年
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

熊
本
県
で
は
今
年
度
よ
り
「
障
害
の

あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
熊

本
づ
く
り
条
例
」
が
施
行
さ
れ
、
国

で
は
、
今
年
の
十
月
か
ら
、
「
障
害
者

虐
待
防
止
法
」
が
い
よ
い
よ
施
行
さ

れ
ま
す
。
又
、
障
が
い
者
の
「
差
別
禁

止
法
」の
策
定
も
急
が
れ
て
い
ま
す
。 

 

          

ご
利
用
者
様
の
権
利
擁
護
に
つ
い

て
は
、
当
法
人
で
も
、
最
も
大
切
に

し
て
い
る
事
で
あ
り
、
内
部
研
修
や
、

日
ご
ろ
の
ケ
ー
ス
会
議
で
議
題
に
し

た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
り

し
て
日
々
確
認
を
し
て
い
る
つ
も
り

で
す
。 

で
す
が
今
回
の
法
律
施
行
で
再
度

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
福
祉
を
と
り
ま
く
環
境
や
人

す
べ
て
が
変
化
を
続
け
て
い
る
限

り
、
そ
の
努
力
を
続
け
る
こ
と
は
当

た
り
前
の
事
だ
と
思
い
ま
す
。 

福
祉
の
流
れ
は
、
様
々
な
困
難
や

回
り
道
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
確
実
に
進
化
し
て
い
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。 

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
障
が
い
者
の
人

権
に
つ
い
て
国
全
体
が
見
つ
め
直
す

こ
と
は
、
今
後
の
法
整
備
に
つ
い
て

も
、
き
っ
と
良
い
方
向
に
進
ん
で
く
れ

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

誰
の
方
を
向
い
て
、
誰
の
た
め
に
、
福

祉
を
考
え
進
め
る
の
か
。 

当
た
り
前
の
事
を
、
再
度
し
っ
か
り

と
見
据
え
る
こ
と
が
今
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 
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チャレンジめいとくの里 

障害者支援施設 

 

○エコキャップとは？ 

ペットボトルのフタを集めて再利用することです。 

○キャップを再利用すると？ 

ワクチン（病気を予防する注射）になります。 

○ワクチンの相場は？ 

 ペットボトルのフタを８００個集めて１本のワクチン

になります。ワクチンは１本２０円です。 

 

☆２０円で一人の子供の命が救われます!! 

エコキャップの回収にご協力お願い致します 

今回のめいとくフェスタは、“エコ”がテーマ

となっています。 

そこで、現在めいとくで取り組んでいるエコキ

ャップ収拾を、めいとくフェスタでも実施する

ことになりました!! 

フェスタ当日にめいとくに来園される際は、是

非エコキャップをご持参ください。 

 

 

 

 

 

7 月 12 日九州北部豪雨で被害を受けられた皆様方に

は心よりお見舞い申し上げます。 

12 日午前 4 時過ぎ、熊本市災害情報メールで植木町

の一部に避難勧告発令。 

その後も次々と避難情報、災害情報をメールで確認しま

した。同時に 1 人暮らし、高齢家族世帯など地域でお暮

らしの方が心配になり、数名の方に電話連絡を取り関係

者に被害なく安心しました。 

災害時の備えについて、熊本市等災害時のメール情報

登録、熊本市災害時要援護者登録制度登録、校区の避難

場所の確認、災害時の連絡先を決めておくなど、今出来

ることから始められることをお勧めします。 

相談支援事業所としても、1 人でも多くの方に情報提

供できるように努めたいと思います。 

 

 

地域生活支援センターチャレンジ 

(旧：めいとく福祉相談室) 後藤 

◎住所 熊本市植木町植木 163-1  

◎電話 227-6450  ◎Ｆａｘ227-6451  

◎E-mail meitoku－challenge＠live.jp 

 

 

 

～「私のおススメの一品」～ 

きらりグループ(生活介護)リーダー 

                村上 学 

     

この暑い時期に動き回る男性方にピッタリの

お勧めの一品が、＜冷却デオシャワー＞です。 

これを一振りすると一瞬にして火照った身体が

クールダウンするんです。 

私は仕事の前や、ウォーキング

後の汗をかいた後に使ってい

ます。言いすぎかもしれません

が、シャワーを浴びたかのよう

に身体がスッとするのです。 

ちょっとかけ過ぎるとヒリヒ

リするくらい爽快なんです。 

すでにめいとくの里で男性職

員に勧めたところ、二名の職員が愛用していま

す。 

暑い夏を爽やかに乗り切るために、ぜひ一度試

してみてはいかがでしょうか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

●活動ボランティア 

日中の生活場面においてサポートしていた

だける方 

●フィーバーボランティア 

第１金曜日に実施しているディスコやイベン

トを一緒に楽しんでいただける方 

ボランティア未経験の方でも大歓迎です。

気軽にご連絡下さい。 

             

電話 

０９６－２１５－９１０１ 

Male 
ｍｅｉｔｏｋｕｎｏｓａｔｏ＠ｙａｈｏｏ.co.jp 

ボランティア担当：今井 

 

 

連絡先ＱＲコード 

 

ＰＰ１１．．「「福福祉祉のの流流れれ」」  

ＰＰ２２．．「「対対談談」」  

～～医医務務課課＆＆栄栄養養課課～～  

ＰＰ３３．．「「１１日日密密着着取取材材」」  

～～ああおおぞぞらら（（療療育育班班））ススタタッッフフ編編～～  

ＰＰ４４．．pprriivvaattee  eeyyee そそのの他他  
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

  

  

地
域
面 

 

 

 

 

  
 

第
二
回
の
対
談
は
、
め
い
と
く
の
里
の
ご
利

用
者
様
が
「
安
心
」「
安
全
」「
安
ら
ぎ
」
の
中

で
生
活
出
来
る
よ
う
支
え
て
く
れ
て
い
る
医

務
課
と
栄
養
課
の
二
人
か
ら
お
話
し
を
伺
い

ま
し
た
。 

 

◆
医
務
課
（
古
田
看
護
師
）
に
お
聞
き
し
ま
す 

  

◆
日
頃
か
ら
ど
の
よ
う
な
思
い
で
医
務
課
の

仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？ 

 

ま
ず
、
事
故
の
な
い
よ
う
に
。
毎
日
を
健
康

に
ご
利
用
者
様
が
過
ご
さ
れ
る
事
を
一
番
に

考
え
て
い
ま
す
。
自
分
自
身
で
訴
え
る
事
の
出

来
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
観
察
を
十
分
に
行
う

よ
う
に
、
務
め
て
い
ま
す
。
（
古
田
） 

      

 

◆
今
年
の
夏
は
暑
い
で
す
ね
。
医
務
課
と
し

て
こ
の
、
夏
特
に
注
意
し
て
い
る
点
は
あ
り
ま

す
か
？ 

 

異
常
気
象
で
す
ね
。
熱
中
症
を
心
配
し
て
ま

す
。
活
動
で
戸
外
へ
行
く
際
は
、
必
ず
帽
子
の

着
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
水
分
補
給

も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
欲
し
い
で
す
。 

             

◆
次
に
栄
養
課
（
山
木
栄
養
士
）
に
伺
い
ま
す 

◆
栄
養
課
と
し
て
、
こ
の
夏
特
に
注
意
し
て
い

る
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？ 

 

夏
場
は
食
中
毒
の
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す

の
で
、
委
託
し
て
い
る
業
者
の
ス
タ
ッ
フ
の
方

と
も
、
勉
強
会
を
実
施
し
、
食
中
毒
が
お
こ
な

ら
い
よ
う
衛
生
管
理
に
十
分
注
意
し
て
い
ま

す
。 

            

 
（
栄
）
健
康
面
と
栄
養
面
は
深
く
関
わ
っ
て 

い
ま
す
の
で
、
何
か
問
題
が
あ
っ
た
場
合
は
、

医
務
課
よ
り
連
絡
を
も
ら
い
相
談
し
な
が
ら

食
事
へ
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

入
所
ご
利
用
者
様
は
、
栄
養
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
大
小
に
関
わ
ら

ず
、
疑
問
に
思
う
事
が
あ
れ
ば
医
務
課
や
、
支

援
員
を
交
え
て
相
談
し
、
ご
利
用
者
様
の
健
康

が
維
持
で
き
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
ま
す
。 

 

（
医
・
栄
）
具
体
的
な
例
と
し
て
は
、
入
院
治 

療
を
さ
れ
て
い
た
ご
利
用
者
様
が
退
院
さ
れ 

施
設
生
活
に
戻
ら
れ
る
際
、
食
事
や
治
療
な 

ど
工
夫
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

ア
ル
ブ
ミ
ン
値
が
改
善
さ
れ
、
数
値
的
に
も
健

康
状
態
的
に
も
良
い
方
向
へ
向
か
っ
た
時
は

二
人
で
涙
を
流
し
て
喜
び
ま
し
た
。 

         

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
め
い
と
く
の
里
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
職
種
で
専
門
的
な
知
識
の
元
、
ご
利
用
者

様
へ
「
安
心
「
安
全
」
「
安
ら
ぎ
」
を
提
供
す

る
者
が
働
い
て
い
ま
す
。
例
え
て
言
え
ば
縁
の

下
の
力
持
ち
。 

支
援
員
と
し
て
勤
務
す
る
記
者
で
す
が
、
二
人

の
知
識
の
深
さ
と
、
プ
ロ
と
し
て
の
意
識
の
高

さ
を
支
援
の
中
で
も
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

生
活
支
援
員
・
広
報
担
当
（
岸
川
） 

 

古田看護師 

山木栄養士 

◆
暑
い
夏
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
食
事
メ
ニ
ュ

ー
の
工
夫
な
ど
あ
り
ま
す
か
？ 

 

ご
利
用
者
様
が
残
さ
ず
食
べ
て
下
さ
る
事

が
、
嬉
し
い
限
り
で
す
。 

や
は
り
、
暑
い
夏
で
す
の
で
食
欲
が
落
ち
る
こ

と
も
・
・
・
。
さ
っ
ぱ
り
し
た
メ
ニ
ュ
ー
や
ス

パ
イ
シ
ー
な
メ
ニ
ュ
ー
（
弱
め
で
す
）。
ス
タ

ミ
ナ
が
つ
く
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
を
意
識
し
て

献
立
に
取
り
入
れ
て
ま
す
。 

                

◆
最
後
に
今
回
の
対
談
で
一
番
聞
き
た
か

っ
た
「
連
携
」
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
下
さ
い
。 

 

（
医
）
食
事
と
健
康
の
繋
が
り
は
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
い
つ
も
山
木
栄
養
士
と
危
機

感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
健
康
デ
ー

タ
に
関
し
て
は
、
情
報
を
共
有
し
、
食
事
の
改

善
か
ら
健
康
体
と
な
り
、
病
気
を
治
す
事
を
目

標
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

 

十分な水分補給 

帽子の着用を 

忘れないで下さ

い。 

七夕バイキング 

工夫されたメニュー 

 

所属グループ：あおぞら  

グループ療育班（生活介護） 

勤続年数：２年 

勤務体制：３勤 9:30～15:30 

出勤後、申し送りを聞き、ご利用者

様と施設内の掃除を行う。 

【月曜・水曜】 

ご利用者様の誘導を行い、朝の挨拶

後、サーキットトレーニング（体の

バランスや体のコントロールといっ

た能力を身につける）を行う。 

【火曜・木曜・金曜】 

ご利用者様の誘導を行い、朝の挨拶

後、ウォーキングを行う。 

食事介助を行い、見守りながら昼食

を摂る。 

【月曜・水曜】 

近隣の公園まで行き、ウォーキング

を行う。 

【火曜・木曜・金曜】 

個別活動で、動作訓練・貼り絵・感

覚遊び・個別教材を行っている。 

（個別教材の場合は、支援員とマン

ツーマンで行う。） 

活動終了後、通所部ご利用者様は帰

宅の準備を行う。 

帰宅準備が出来たご利用者様から

送迎車に誘導し、勤務終了。 

次回は、通所部支援員・スタッフ

に１日密着取材です!! 

お楽しみに!! 

 いなりずし・サン

ドウィッチ・デザ

ートなど。 


